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161.笈城県の運動を遜した中・議齢者の鑓藤づくり
の笑態lこ関する研究軸獲動による健康づくり事築
の現状と諜緩 SAτプロジェクト14剖
。清水 j晃一J、前部省'奨 i、奥野純子之、河野
一間~3、久野諮也3e筑波大学大学校 入i湾総合科学、三筑波大学大学院
人務総合科学研究科、 3筑波大学 TARAセンタ一、
4筑波大学体育科学糸、 b筑波大学体管科学系)
自的 遂動による潟齢者の生活機能の増進を1可能とす
るよili.t.或システムを凝立するため、茨i投手誌における l十I高
齢者の縫燦増進策の爽態を抱援し、線認を1!itHするこ
とを討約とした。対象・方法:反城県会83市1l1r1寸の裕
社関迷部門に対し郵送法によるアンケ…ト鍛資を平成
14.年12}1~ 15年 1 月に~1iîJiし、その恒i絞~iíま81.9% で
あった。結果1)83.8%の市問中?で選滋教家がImiをされ、
その内のljif.;業の49ρ%は年間50人以下の対象者'である
ことが示された。 2)67.6%の市町村で!菜穂 ~rtj が{建波
数議を指導し、 90.0%の市町村では指導者の繋成が実
施されていないことが示されたむ 3)89.3%の沼町村
では綴別ヅr:rグラムが実絡されず、 3認8.2%の市密勾}
“プ口グラムが令わない竹が対象者の不満 i~5 lBJ と与え
ていることが不された。 4)健康づくりの事業許{簡は
:-18.5%の市町村で実絡され、そのi今の96.0%は参加者
数で幹部していることが添された。 5)綾燦づく行事業
において現在94.0% の m~!]‘村で1Tを活用していない
が、将ょ;主的に81.0%のm・詩]村-が縫康づくりに1'1'が必
要と考えていることがボされた。考察 中高齢者の幾
康づくり事業の8的と評様、参加対象者と参加数、
PR方法等に銭点をおいて殺討した<.>1一事業の年跨
参加者数が50名では少ないと思われるや 1) ♂戸染王手
間参会f1~.数50名単位で各rtJ urJ村の65幾 ~j、 _Lの住民の
健康づくりを続けたとき運動教室参加経験者さが対象人
口 (65綾以上)の10%、50%法成までに要する平均年
数の概略試算部迷年数は10%で3年 50%で15年を
援する。 2)閉じこもり、縫芸誌に自信のない人等運動
非総者の運動啓発には現行教室の目的、回線、参加方
法の変獲が必饗であり特に線人プログラムづくりは;歌
要課題と思われる会 2毒事業誇H話実施のためには許制す
る事業のお標設定が必3きである。詳{綴a語しでいる7市計!陀i時持i
は3お8.1%である Q 中高齢者の運動による態燦づく乃事
業システムは米偶発であると推察される。 3広報誌と字
紙媒体だけでなく住災を媒体とするをt民総識の活用と
人対人の交流が必婆な巡動非実務者の迷救援殺には
1Tj舌潟は有効と怒われるむまとめ・行政の設題 言1-
i艇に築づき、より多くの人の参加を促進するためのシ
ステムの携築が今後の諜越である。
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